
様式 4

熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施 してお ります。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせ ください。

※承認番号 ⊇∂⊇すヤ字p

研究課題名 回復期脳卒中患者の入院時PhAと 退院時認知機能との関連

当院の研究責任者 所属 :栄養管理部 職名 :管理栄養士 氏名 :米田 巧基

他の研究機関及び各施設の

研究責任者

本研究の目的

(PhA)は 、生体電気インピーダンス法 (BA)に より得られる指標であり、イIB胞瞑の健常性や筋肉の質を反 l決すると考えられ
ている。近年の研究では、低PhA値が骨格筋指数の低下や握力の弱化、歩行速度の遅延と有意に関連することが示されており、サルコ
ニアの予後予測因子として注目されている。 しか し、 これまでの報告は日常生活動作 (ADL)や身体機能との関連が中心であ り、回

る入院時PhAと 退院時認知機能との関連については十分に検討されていない。本研究は、回復期脳卒中患者を対

に、入院時PhAと 退院時の認知機能との関連を明らかにすることを目的とする。

調査データイ既要期間 2015年   1月 2024年   12月

研究の方法

○対象となる患者様

2015年 から2024年に当院回復期病棟に連続入院した脳卒中患者を対象に後ろ向きコホート研究を実施す

る。対象患者の入院時PhAを 主な評価項目とし、主要アウトカムは退院時機能的自立度評価法 (FI M)
の認知項目とする。多重回帰分析を用いて交絡因子の影響を調整し、入院時PhAと 退院時FI Mの 認知項

目との関連の検証を行う。

○利用する情報/項目

年齢、性別、血液検査項目、筋力、日常生活動作など。

個人情報の取 り扱い

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法

利益相反 本研究に関連 し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本 リハビリテーション病院

096-232-3111(代表) 担当者

管理栄養士

米田 巧基

備考
研究に同意 しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱

いを受けることはありません。


